


◎ 鹿児島空港から鹿児島市行き空港バ
ス「市役所前」下車徒歩 7 分　◎ JR 鹿
児島駅から徒歩 15 分　◎ 市電・バス「市
役所前」または「水族館口」下車徒歩
7 分　◎ 市内巡回観光バス「薩摩義士
碑前」下車すぐ
駐車場／普通車  125 台     バス 20 台

古代の道
　律令の規定では約16km毎に駅を
設置し、駅に配置された駅馬を乗り
継いで緊急連絡に対応します。大宰
府ー平安京間（大路）には58駅が設
置され、平均駅間距離10.５kmと充
実しています。当時の規定では、こ
の区間を徒歩では14日で移動する
ことになります。奈良時代の反乱で
は大宰府ー平城京間を４日で連絡
しており、駅制を利用したことが窺
われます。

　九州地方は西海道と呼ばれ、平安
時代には全国の駅の４分の1が集中
しました。大宰府－筑後国府ー薩摩
国府を結ぶ西海道西路、大宰府ー日
向国府ー大隅国府を結ぶ西海道東
路、肥後国芦北郡佐職駅ー日向国諸
県郡ー日向国府を結ぶ肥後・日向連
絡路の三つの官道が南九州を巡っ
ていました。県内では、薩摩国府と
大隅国府を結ぶ蒲生駅付近の駅道
が見つかっています。

南九州の官道

　国府の役所「厨」に関係する厨墨
書土器が薩摩半島各地から出土す
るほか、薩摩半島の赤色土器、大隅
半島北部の焼塩土器、古代菱刈郡を
中心に広がる赤色高台付黒色土師
器等の分布から文献資料に見えな
いながらも、国府と郡衙（郡の役所）
等を結ぶ古代交通路の存在が指摘
されています。

出土遺物分布
から探る道

古代交通路
のその後

　維持管理に莫大な労力を要する
古代官道は平安時代中頃から廃れ
ますが、その経路は中世以降も主要
な交通路として継承された可能性
があります。鎌倉時代以降の常滑焼
の分布や、中世城館の立地、中・近世
の牧の分布等は、江戸時代の街道や
現在の国道・県道等の主要な交通路
沿線にみられます。

展示の
構成

日時　　９月１１日［日］
１３：３０～１５：００

講師　　黎明館主任学芸専門員
上村　俊洋

会場　　黎明館３階　講座室
※　学芸講座は、事前申込制です。

申込方法の詳細は、ホームページ
またはチラシをご覧ください。

※　講座後の展示解説はありません。

　　  いずれも１３：３０～１４：１０

会場　　黎明館３階　企画展示室
※　要入館料、事前申込不要

    日時　    ９月　３日［土］
　　１０月２３日［日］
　　１１月１２日［土］


